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アジサイ品種開発に向け、研究・普及・行政がワンチームで始動

農業総合試験場

病害診断研修（中級）を開催：花き、果樹、作物担当が受講

農業総合試験場

輸出米生産者を対象にＧＡＰ研修会を開催！！

ＪＡ愛知北本店
（江南市）

　ＪＡ愛知北主催で輸出米生産に取り組んでいる生産者５名を対象にＧＡ
Ｐ研修会が行われました。農業改良普及課からは、ＧＡＰの概念やメリッ
ト等を説明し、取組事例を紹介しました。輸出米は、ＪＡあいち経済連経
由で香港に出荷されており、令和３年産は約45トンの出荷を予定していま
す。なお、出荷先からＧＡＰ認証は求められていませんが、ＧＡＰの実践
が推奨されています。
　生産者からは、「ＧＡＰの理解が深まった」、「経営管理にもＧＡＰの
考え方が役立つことが分かった」との声が聞かれました。今後も普及課で
は多くの生産者にＧＡＰの実践を呼びかけ、持続可能な農業の推進を目指
します。

県域

令和３年８月25日　アジサイ品種開発に関係する研究・普及・行政の担当者が一堂に会する
開発推進会議を初めて開催しました。会議では、現在の開発状況を共有す
るとともに、メンバーの役割を確認し、推進体制について検討を行いまし
た。
　開発の初期段階からブランド戦略まで見据えた議論を行うのは、花き部
門では初めての試みです。今後は、生産者や市場等を巻き込んだ推進体制
を構築し、研究・普及・行政がワンチームとなって新規性のある愛知ブラ
ンドのアジサイ開発を進めていきます。

県域

令和３年９月16日
　普及戦略部は、病害虫同定・診断研修（初級）を技術指導経験３年目ま
での普及職員に対して実施してきました。令和２年度からは中堅普及指導
員を対象とした中級研修を新設し、野菜担当を対象に実施しました。本年
度は担当作目を限定せずに受講者を募集したところ、花き担当３人、果樹
担当２人、作物担当１人から受講希望があり、６名を対象に研修を実施し
ました。
　講義内容は「農薬の系統と特性」、実習内容は「普及課で可能な病原体
検出用培地の作成」「主要な病原体の検鏡観察と写真撮影」「各自が事前
課題で準備した病原体の同定・診断」とし、受講者は、各作目の主要な病
原糸状菌の胞子・菌糸の特徴を観察し、診断方法を学びました。

地域 報告内容 写真等

尾張

令和３年８月31日

農業情報（令和３年９月号）

ＧＡＰに関する話を聞く生産者
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新品種の開発を目指し、F1交配中

培地作成の様子
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尾張地域有機農業に関する情報交換会を開催

尾張農林水産事務所
（三の丸庁舎）

はつらつ農業塾生募集チラシのリニューアルに向け卒塾生を取材

一宮市、稲沢市

第１回農業者セミナーをオンラインで開催

オンライン

尾張

令和３年８月19日　農業改良普及課主催により、管内有機農業者及び研修生（10名）と市町
関係者など（25名）を参集して「情報交換会」を開催しました。内容は、
東海農政局から「みどりの食料システム戦略」、県農業経営課から今後の
県方針などを説明後、オンライン参加のＮＰＯ法人秀明自然農法ネット
ワーク（滋賀県）の中本浩史氏を講師に招き「在来種の特性と可能性」に
ついてご講演いただきました。講演内容の質疑応答のあと、あいち有機農
業推進ネットワークの吉野副代表がコーディネーターをつとめ、参加農業
者や研修生などの現状や要望などについて活発な情報交換が行われまし
た。

尾張 写真等なし

令和３年９月17日　普及課では「女性農業者活躍支援事業」を活用して「愛知県６次産業化
人材育成研修会」事業のインターンシップと共催で、「いまさら聞けない
HACCP」＆「食材・商品に適した多彩なパッキング」をテーマに第１回農
業者セミナーを開催しました。緊急事態宣言下のため、急きょ完全オンラ
イン開催に変更し、９名が参加しました。Zoomの経験がない参加希望者に
対しては、スマホやタブレットを持ち寄り、事前にZoom操作の習得支援を
行いました。初めてZoomを経験した参加者は、「最初は不安であったが、
事前の操作説明のおかげで安心して参加することができた。操作も慣れれ
ば簡単で、次回からは活用したい。」と話していました。

尾張

令和３年８月下旬　はつらつ農業塾運営協議会では、14年ぶりに担い手育成コースの塾生募
集チラシのリニューアルを計画し、活躍している卒塾生を掲載する予定で
す。リニューアルにあたり、市担当者と農業改良普及課で卒塾生４名（就
農年数１～５年、だいこん部会・なす部会・協議会所属）の元を訪ね、①
研修を受講した感想、②今後の目標、③入塾希望者へのメッセージ、など
について取材を行いました。卒塾生には快く取材に応じていただき、研修
を受講し概ね高評価であったことや、入塾希望者へのアドバイスを語って
いただきました。また、チラシのリニューアルに合わせ、ポスターの作成
や入塾生募集のホームページの更新も計画しています。

感染症対策を施して開催した情報交換会

卒塾生を取材する様子
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特選みかん研究会がほ場巡回を実施

ＪＡあいち知多
かんきつ出荷組合
美浜みかん共選場

若手ブドウ農家が交配したブドウの着粒状況を確認

大府市

安城市温室園芸組合　フラワーマルシェinデンパークを開催！

安城産業文化公園
デンパーク

知多

令和３年９月14日
　大府４Ｈクラブの若手ブドウ農家が集まり、今年の５月に交配したブド
ウの着粒状況の確認を行いました。
　今年は開花期に降雨があり、着粒が心配されましたが、播種には十分な
量の種子が得られる見込みです。その後、先輩農家が以前に交配したブド
ウの試食を行い、食味、着色等について意見交換を行いました。
　当地域は直売中心であり、有利販売につなげるためブドウの交配に取り
組み、自園オリジナル品種の育成を目指し活動しています。

知多 写真等なし

令和３年８月31日　あいち知多かんきつ出荷組合の特選みかん研究会では、マルチシートを
敷いて雨水を遮断し、糖度を向上させたミカン「あまみっこ」を生産販売
しています。
　研究会では、８名の会員が８か所のほ場巡回を実施し、マルチの敷設状
況や果実の糖度、肥大状況を確認し、情報交換しました。今年は８月中旬
の果実肥大期に降水量が多く、全体的に糖度の上昇が遅れています。
　研究会では近年、着果させる樹とさせない樹を設ける「隔年交互結実栽
培」により、毎年安定して出荷できる栽培体系に取り組む農家が増えてい
ます。

西三河

令和３年８月21日・22日  安城市温室園芸組合は、デンパークにて花き・観葉植物即売会を開催し
ました。当日はあいにくの雨天でしたが、ブースは来場客で賑わっていま
した。今年４月に開催した春の即売会では、お客さんから購入後の管理方
法の質問を受けることが多かったため、今回から通常の商品POPに加え、
持ち帰ることができる栽培管理メモを作成しました。商品を買ったお客さ
んが栽培管理メモを手に取り、一緒に持ち帰る姿が多く見られました。今
後組合は、10月にもデンパークにて即売会を開催する予定で、販売促進活
動に力を入れています。

着粒状況の確認

即売会の様子
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ＪＡ西三河組合長と語る会（農政懇談会）を開催

ＪＡ西三河本店

ＪＡ西三河農作業受託部愛知県ＧＡＰの会が県フードバンクに玄米寄付

名古屋市

心をこめて、ブランド米『愛ひとつぶ』を収穫

西尾市

西三河

令和３年８月４日　農村生活アドバイザーが農業経営及び地域農業の活性化を目的に、農政
懇談会を開催しました。
　会員２名による経営参画や地域活動、今後の課題等についての事例発表
の後、組合長から、来年オープン予定の「ファーマーズガーデン」やＳＤ
Ｇｓ等に関するＪＡの取組について講話がありました。意見交換では、Ｓ
ＮＳを利用した情報発信、女性の役員登用、地産地消活動など多岐にわた
りました。
　組合長からは「農業の発展に女性の力は重要である。アドバイザーの活
躍に期待している。」とエールをいただきました。

西三河

令和３年８月４日
　ＪＡ西三河農作業受託部愛知県ＧＡＰの会（会長：小野田裕二氏、10
戸）は、名古屋を中心に東海３県でフードバンク活動を行うＮＰＯ法人セ
カンドハーベスト名古屋へ玄米10俵を寄付しました。今回の寄付では、愛
知県ＧＡＰに基づき工程管理された令和２年産「あいちのかおり」を生産
者各１俵持ち寄りました。長期化するコロナ禍の影響で、個人やこども食
堂など福祉団体からのフードバンクへの需要は高まっているとのことでし
た。
　愛知県ＧＡＰ認証の有効期限は2021年11月末までですが、今後もＧＡＰ
の取組や活動を継続していきたい意向があり、普及課としても継続して活
動を支援していきます。

西三河

令和３年８月23日　令和３年産「なつきらり」は、西尾市内12名の生産者で合計約25haが栽
培され、８月下旬に収穫されました。
　今年初めて「なつきらり」の栽培に取り組んだ、ＪＡ西三河農作業受託
部会副部会長の渡辺幸人さんが、収穫の際に中日新聞社の取材を受けまし
た。渡辺さんは取材の中で、「作付前の土壌診断に基づく施肥量決定や
AgriLookの成熟期予測や黄化籾率の観察による適期収穫などに取り組み、
ブランド米『愛ひとつぶ』の品質基準を達成することができた」と話して
いました。普及課では、AgriLookの活用や出穂期や収穫適期を生産者LINE
グループで情報共有するなど、効率的な支援を行いました。

組合長と記念撮影

「なつきらり」を収穫する渡辺幸人さん

小野田会長から理事長へ目録贈呈
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イチゴ農家（いちご塾卒）が矢作西小学校で課外授業を実施

岡崎市立矢作西小学校

「ミネアサヒＳＢＬ」の収穫始まる

豊田加茂管内全域

令和３年度豊田みよし農業改良推進協議会総会を開催　

ＪＡあいち豊田本店

西三河

令和３年９月22日　イチゴ農家が地域貢献活動の一環として毎年行っている、岡崎市立矢作
西小学校３年生へのイチゴ栽培体験の実施を支援しました。
　これまで先生を務めてきたベテラン農家は、高齢によりいちご塾卒業生
にハウスを継承しました。しかし、この取組をとても大切にしており、当
課外授業も併せて次世代に継承することになり、今回はベテラン農家と後
継者の２人でイチゴの先生として授業を行いました。
　小学生からは「イチゴづくりで大変な事は？」「楽しい事は？」等、多
くの質問があり、やりがいのある授業となりました。

豊田加茂

令和３年８月31日
　中山間地域を中心に栽培されている水稲品種「ミネアサヒＳＢＬ」の収
穫が、８月下旬から本格的に始まりました。標高が低い地域から順に成熟
期を迎え、９月下旬頃まで収穫が続きました。令和３年産は、８月中旬に
長雨にあたったものの、今年産からいもち病・イネ縞葉枯病に抵抗性を有
する「ミネアサヒＳＢＬ」に品種が切り替わったこともあり、いもち病発
生の報告はありませんでした。農業改良普及課では、今後も状況を注視
し、来年度作への栽培指導に活かしていきます。

豊田加茂

令和３年８月10日
　豊田みよし農業改良推進協議会（以下、推協）は、豊田市、みよし市、
ＪＡあいち豊田及び農業改良普及課で構成され、普及指導活動の推進効率
化に取り組んでいます。今回開催された総会では、会長（ＪＡあいち豊田
常務理事）から「コロナ禍で行事の開催等が見通せない状況だが、感染防
止対策をとりながら、効果的にすすめていきたい。」と挨拶がありまし
た。
　総会終了後の情報交換では、推協事業として農業改良普及課が現地にて
取り組んだ17課題のうち、技術改善事業と担い手育成事業の成果について
１課題ずつ発表を行いました。質疑応答が活発に行われ、活動の一端を役
員に知ってもらう良い機会となりました。

いちご塾卒業生もイチゴの先生（中央）

「ミネアサヒＳＢＬ」収穫の様子(足助地区)

会長による挨拶
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設楽町エゴマ研究会がエゴマ新規系統を視察し、農家の期待は膨らむ

設楽町

ホオズキ、出荷量が大幅に増加

新城市

ＪＡ豊橋いちご部会で花芽一斉検鏡を実施

ＪＡ豊橋第六事業所

　盆需要期に向けて、７月27日からホオズキの荷受けが始まり、県内市場
に出荷されました。令和３年度の総出荷量は、切り花で約７千本（前年比
642%）、ホオズキの実で約4千個（前年比290%）となり、前年度と比較し
て大幅に増加しました。病害虫防除や倒伏対策の徹底により、出荷ロスが
大幅に減少したことによります。また、一部はＪＡの直売所でも販売され
ており、地域の消費者から好評を博しています。農業改良普及課は、ホオ
ズキの安定生産及び品質向上にむけて引き続き支援をしていきます。

新城設楽

令和３年８月30日
　設楽町エゴマ研究会が、愛知県農業総合試験場山間農業研究所で育成さ
れたエゴマ新規系統の現地ほ場の視察を行いました。新規系統は在来種と
比べ熟期が早く、収穫作業を分散させることができるため、導入による栽
培面積の拡大が期待されています。研究会会員からは、在来種との収量や
生育の違い,収穫時期などについて質問があり、新規系統への関心の高さ
が伺えました。農業改良普及課では、引き続き設楽町役場と協力して設楽
町産エゴマの生産拡大を支援していきます。

新城設楽

令和３年８月８日

東三河

令和３年９月15日　ＪＡ豊橋第六事業所でいちご頂花房花芽一斉検鏡を実施しました。昨年
の同日に実施した一斉検鏡では、花芽分化初期以上が約２割という結果で
したが、今年は約８割で昨年よりも花芽分化が進んでいました。これは、
８月中旬と９月上旬の気温が例年よりも低く推移したことが原因と見られ
ています。
　また、同時に検鏡を行った愛知県の新品種「愛経４号」では、部会品種
よりステージが進んでいることが確認され、年内のより早い時期での収穫
が期待されています。

新規系統の現地ほ場を視察する研究会会員

写真をここに挿入
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共同選花場での選花・箱詰め作業

花芽検鏡の様子
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労働力不足を農福連携支援で解消

蒲郡市イチゴ農家ほ場

令和３年度作キャベツ・ブロッコリーの定植、長雨に苦戦

田原市

　農業改良普及課は、ＪＡ蒲郡市、蒲郡市に対して農福連携を働きかけて
きました。今年はイチゴの定植時の労力不足が予想されたため、蒲郡市が
定植準備作業を福祉事業所に打診し、要望が一致したことから実現しまし
た。今回は、蒲郡市、幸田町の２福祉事業所の利用者が、苗の入っている
連結トレイから苗を取り出し、イチゴの高設ベンチに並べる作業を約２時
間実施しました。福祉事業所は今後も他の作業を請負いたいとの要望、農
家は今後も委託したいとの意向があり、両者はウィンウィンな関係づくり
ができました。

田原

令和３年８月　今年度作のキャベツ・ブロッコリーの定植が始まりました。例年どおり
であれば盆明け頃から本格的に始まる予定ですが、今年は８月12日頃から
降雨が続き、ほ場に入れない状況が続きました。その影響で苗立ち枯れ病
や細菌性病害の発生が見られ、生産者からの問合せも多くありました。ま
た、定植が進まないため育苗場所やセルトレイが不足し、セルトレイを追
加購入する生産者もみられました。その後、８月23日頃からは天気が回復
し、生産者らは遅れを取り戻すため必死に定植を進めていました。農業改
良普及課は、今後も安定して栽培できるよう支援を続けていきます。

東三河

令和３年９月
16,17,23,24日
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